
作並・新川地区の魅力の増進による
活性化推進事業

NPO法人作並・新川地区活性化連絡協議会

写真：作並地区の鳳鳴四十八滝



１ 事業実施団体について

事業実施団体の概要
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NPO法人 作並・新川
地区活性化連絡協議会

＜団体の紹介＞

作並・新川の住民や企業等

が，この地域の活性化を図る

ために，平成２９年9月に設

立した団体

令和2年4月にNPO法人化

作並地域連合町内会

（旧作並小学区連合町内会）

＜団体の紹介＞

作並地区の3町内会（作並

町内会，新川町内会，ハイラ

ンド自治会）によって構成して

いる連合町内会

＜団体の紹介＞

作並温泉郷の振興を目的

として，一の坊，岩松旅館，

湯の原ホテル，green green

の4つの旅館によって構成し

ている団体

作並温泉旅館組合



２ 令和３年度の実施内容

（１）課題

 人口から見た課題

・ 人口減少と高齢化の進展（高齢化率40％超）

・ 若年層の地域からの流出

 産業面から見た課題

・ 観光客入込数の大幅減少 ← コロナ後を見据えた観光コンテンツ作り

・ 休耕地の増加 ← 農業従事者の減少と高齢化の進展

2

（２）事業の目的

地域が目指す姿（作並・新川地区活性化プランより）

①持続可能な生活の確保：子どもからお年寄りまでみんながいきいきと安心して暮らせる地域
②地域の魅力の増進 ：地区ごとの個性を生かし、地域外の住民に魅力を発信し、交流人口を拡大できる地域

ふるさとの原風景を生かし、地域住民の幸福度を高め、誇りをもって生活できる地域
③定住人口の拡大 ：子育て世代からお年寄りまであらゆる世代が安心して定住できる地域

移住者も分け隔てなく住みやすい地域
④地元雇用の充実 ：雇用機会が充実し、生活に応じた設計を見通せる地域



２ 令和３年度の実施内容①

（３）令和３年度事業の目標と実績
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（１）観光資源の整備及び観光資源の案内看板の整備
➡遊歩道、登山道のリストを作成し、優先順位を決め調査を行っている
➡鎌倉山登山道・岩谷堂孔薬師の調査及び整備
➡案内看板を5か所設置

（２）観光マップの作成
➡3つのコースを選定し、マップを1500部作成。

（３）観光プロモーションの実施
➡新川ほたるまつりに合せた「ほたるんるんないと」を実施
➡休耕田を活用した「はなたんぼ」事業を夏・秋2回実施

（４）小学校跡施設の活用した「学校でキャンプ」の実施
➡10/9～10/10、11/6～11/7、11/20～11/21
※天候不順及び新型コロナの影響により、キャンプ3回を中止

（５）特産品の開発
➡むしゃ大根づくりの継続、温泉旅館へのクレソンの販売等を継続



２ 令和３年度の実施内容

（４）事業の実施体制
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作並・新川地区
活性化連絡協議会

効率的に地域活性化

の取り組みを進めるた

め，各団体の連携は

，協議会が担う。

当該地域では，人口減少と高齢化の進展により，人的，資金的資源が限定されて

いることから，地域活性化を推進するためには，地域で活動している団体等が力を合

わせ，それぞれが持つ知識，技能，マンパワーを発揮することで，効率的に事業を進

める必要がある。

作並地域連合町内会
（旧作並小学区連合町内会）

埋もれている魅力あ

る地域資源の発掘・

整備・運用は，地域

の知識とマンパワーを

有する連合町内会が

担う。

作並温泉旅館組合

地域資源を効果的に

活用し，観光プロモー

ションの実施は，地域

の観光事業者である

作並温泉旅館組合

が担う。

申請事業に
おける

団体の役割



２ 令和３年度の実施内容

（５）事業スケジュールについて
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（６）使用経費について

＜収入＞
事業費総額 195万円
・仙台市助成金 176万円
・団体自己資金 19万円

＜支出＞
・看板製作費 70万円
・観光アドバイザー委託

35万円
・観光マップ作成18万円
・はなたんぼ企画14万円
・その他 58万円

月 事業実施内容 

4月 ・観光アドバイザーとの契約 

・ワーケーション事業の調整開始 

・作並温泉組合との意見交換会 

・名所旧跡等への看板の設置 

5月 ・キャンプ場開放事業及びワーケーショ

ン事業の開始 

・移住者獲得事業の検討開始 

・まちあるきイベントの実施（第１回） 

・遊歩道等の整備の開始 

・おもてなし・フラワー企画の開始 

6月 ・観光マップ案の検討 ・まちあるきイベントの実施（第２回） 

7月 ・第 1回キャンプ企画の実施 ・まちあるきイベントの実施（第３回） 

8月  ・まちあるきイベントの実施（第４回） 

9月 ・第 2回キャンプ企画の実施 ・観光案内人の募集 

・まちあるきイベントの実施（第５回） 

10月 ・(仮称)作並・新川地区観光プロモーショ

ン計画の検討 

・(仮称)新川田植踊保存会の立ち上げ 

・まちあるきイベントの実施（第６回） 

11月  ・観光案内人研修の実施 

12月 ・観光マップの作成 ・ウインター・イルミネーションの開始 

1月   

2月 ・(仮称)作並・新川地区観光プロモーショ

ン計画の完成 

 

3月 ・地域説明会の実施 ・事業成果発表会の実施 

 



３ 実施した取り組みの紹介

（１）観光資源の整備及び観光資源の案内看板の整備

作並・新川地域に案内看板を設置
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（２）観光マップの作成

3コースを選定し、マップを作成
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３ 実施した取り組みの紹介



（３）-１ 観光プロモーションの実施

新川ほたる鑑賞会に合せた「ほたるんるんないと」を実施
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３ 実施した取り組みの紹介

新川ほたるまつり 作並温泉旅館の宿泊客向けの案内



（３）-２ 観光プロモーションの実施

休耕田を活用した「はなたんぼ」事業を夏・秋2回実施
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３ 実施した取り組みの紹介

ひまわりの種まき 夏のひまわり 秋～冬のひまわり



（４）閉校施設の活用事業の実施

「学校でキャンプ」を実施
10/9～10/10、11/6～11/7、11/20～11/21実施
※天候不順及び新型コロナの影響により、予定していたキャンプを
3回中止にしている
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３ 実施した取り組みの紹介

地元デザイナー作成のチラシ

新川分校グラウンドのキャンプ



（５）-１特産品の開発
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３ 実施した取り組みの紹介

むしゃ大根づくり

地域の共同作業 地元デザイナー作成の
キャラクター

大根を寒風にさらす



（５）-２ 特産品の開発
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３ 実施した取り組みの紹介

クレソンの収穫と販売

水路のクレソン 一の坊の朝食での提供 地元デザイナー作成のラベル



４ 事業の成果と今後の展開

事業の成果と今後の展開について

【事業の成果】
案内看板の設置と観光マップの作成により、作並・新川地域を周遊できる環境を一定
程度整えることができた。また、ほたるんるんないとや、はなたんぼなどにより、温
泉旅館に宿泊した方や、国道を通る観光客に、新たな魅力を感じてもらえる取り組み
も行うことができた。むしゃ大根づくりは地域の風物詩になってきており、今後も継
続して実施していくこととしている。

【今後の展開】
作並・新川地区に居住する住民が少しでも長くこの地区で幸せに生活していくため、
また、多くの方にこの地域の魅力を感じてもらうため、「作並・新川地区活性化プラ
ン」に掲げる4つのビジョンの実現に向けて、活動を推進する。
① 持続可能な生活の確保
② 地域の魅力の増進
③ 定住人口の拡大
④ 地元雇用の充実
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